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作
敬
老
会
が
各
地
区
で
　
　
⇔

作
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
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大
和
田
敬
老
会
が
大
宮
商
業
高

校
で
相
川
市
長
ほ
か
多
数
来
賓
を

迎
え
、
野
崎
初
太
郎
実
行
委
員
長

の
下
、
大
勢
の
参
加
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
野
崎
実
行
委
員
長
の
挨
拶
、
記

念
品
贈
呈
が
あ
り
、
市
長
の
「
長

寿
を
祝
し
安
心
安
全
の
街
を
目
指

し
て
い
く
。
来
年
も
元
気
な
姿
で

会
い
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
小
林
長
一
郎
副
実

行
委
員
長
よ
り
大
宮
東
警
察
署
長
・

同
交
通
安
全
協
会
長
連
名
の
『
長

寿
を
祝
い
安
心
安
全
な
街
を
目
指

し
て
』
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
代
読
さ

れ
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
演
芸
は
舞
踊
、
童
謡
、
幼
稚
園

児
の
遊
戯
等
が
あ
り
、
園
兄
達
全

員
の
『
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん

元
気
で
長
生
き
し
て
下
さ
い
』
の

挨
拶
は
会
場
を
大
変
和
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

大和田地区会場

〒
軋
が
訃
が
影
目
引
剔
』

－　
昨
年
よ
り
五
名
増
加
で
八
十
六

名
で
し
た
。

　
最
高
齢
者
九
十
五
歳
の
参
加
と

代
理
人
を
含
め
て
六
十
四
名
は
参

加
率
七
十
四
％
。

　
当
日
は
残
暑
ど
こ
ろ
か
猛
暑
で

家
を
一
歩
出
た
ら
あ
の
暑
さ
、
否

熱
さ
で
熱
中
症
を
心
配
さ
れ
た
の

で
し
ょ
う
。

　
民
生
委
員
が
手
分
け
し
て
お
祝

い
を
お
届
け
い
た
し
ま
し
た
。

　
自
治
会
館
内
に
紅
白
幕
を
張
り

テ
ー
ブ
ル
に
お
花
な
ど
、
御
祝
ム

ー
ド
を
つ
く
り
、
役
員
総
出
で
お

迎
え
し
ま
し
た
。

　
特
別
イ
ベ
ン
ト
は
行
わ
ず
、
茶

話
会
形
式
、
飛
び
入
り
の
詩
吟
な

ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
　
「
来
年
も
ま
た
」
の
合
言
葉
で

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

東大宮５丁目自治会会場
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残
暑
厳
し
い
九
月
十
七
日
（
月
）

見
沼
地
区
自
治
会
連
絡
協
議
会
主

催
敬
老
の
日
式
典
が
、
区
内
六
百

十
九
名
に
招
待
状
を
差
し
上
げ
、

束
大
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
に
て
回
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
代
理
人
も
含
め
、
五
百

名
を
超
え
る
皆
さ
ん
が
来
場
。
来

賓
の
お
祝
い
の
言
葉
に
続
き
、
招

待
者
代
表
の
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　
昭
和
二
十
二
年
に
兵
庫
県
の
小

さ
な
村
で
聞
か
れ
た
年
寄
り
を
敬

う
催
事
が
始
ま
り
で
、
現
在
の
式

典
に
発
展
。
今
年
は
ち
ょ
う
ど
六

十
年
目
の
記
念
す
べ
き
年
と
の
事
。

　
第
二
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に

は
二
百
名
以
上
が
残
り
、
子
供
達

の
空
手
演
舞
と
一
龍
斎
真
友
の
講

談
「
祖
椋
豆
腐
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

東大宮見沼地区自治会連絡協議会会場
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毎
年
「
敬
老
の
日
」
の
祝
賀
会

は
島
町
自
治
会
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
ガ

ー
デ
ン
束
大
宮
自
治
会
が
合
同
で

開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
も

同
様
に
会
場
の
島
町
自
治
会
館
に

皆
様
を
お
招
き
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

対
象
者
は
二
百
八
十
五
人
で
昨
年

度
と
比
べ
る
と
三
十
人
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

　
式
典
は
高
福
島
町
自
治
会
長
の

挨
拶
で
始
ま
り
、
来
賓
の
方
か
ら

も
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
第
二
部
の

演
芸
に
入
り
ま
し
た
・
小
学
監
女

子
の
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
を
皮
切
り
に

阿
波
踊
り
、
民
謡
、
歌
謡
シ
ョ
ー

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
槐
太
鼓
な
ど
の
熱

演
に
会
場
内
は
声
援
が
や
ま
ず
、

大
変
な
盛
り
上
が
り
で
し
た
。
最

後
に
、
出
席
者
全
員
で
「
青
い
山

脈
」
を
合
唱
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

『
刻
刻
訓
剽
澗

－
－
―

　
長
寿
を
こ
と
ほ
ぐ
敬
老
の
目
、

涼
し
い
中
で
の
催
し
を
念
じ
て
お

り
ま
し
た
の
に
、
当
日
の
気
温
は

三
十
三
度
に
達
す
る
暑
さ
と
な
り

ま
し
た
。
参
加
な
さ
る
皆
様
に
は

如
何
と
心
配
で
し
た
が
、
二
三
名

の
方
々
が
元
気
に
二
階
会
場
迄
階

段
を
昇
っ
て
出
席
下
さ
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
「
ハ
イ
、
チ
ー
ズ
」

掛
声
で
記
念
撮
影
後
、
第
一
部

典
で
斎
藤
文
代
民
生
委
員
さ
ん

ら
長
寿
を
祝
し
て
の
記
念
品
贈

引
き
続
き
第
二
部
の
お
楽
し
み

で
は
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
で
ハ
ワ
イ

雰
囲
気
を
味
わ
い
、
次
に
皆
で

お
う
と
、
健
唱
会
の
皆
さ
ん
の

歌の会呈か式の
リ

Ｉ
ド
で
懐
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ
を
斉

唱
し
、
最
後
に
「
千
の
風
に
な
っ

て
」
の
曲
を
共
に
歌
い
、
皆
様
顔

を
ほ
こ
ろ
ば
せ
な
が
ら
散
会
し
ま

し
た
。

東大宮７丁目自治会会場

　
九
月
十
七
日
、
束
大
宮
自
治
会

主
催
の
敬
老
会
が
自
治
会
館
一
階

ホ
ー
ル
で
、
見
沼
区
長
や
他
二
名

の
来
賓
を
迎
え
、
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
敬
老
者
三
一
五
名
、
招

待
の
内
二
五
七
名
来
館
、
そ
の
内

一
〇
二
名
が
式
典
、
演
芸
の
部
に

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
は
自
治

会
長
挨
拶
、
三
名
の
来
賓
祝
詞
の

後
、
演
芸
の
部
に
入
り
ま
し
た
。

　
演
芸
は
自
治
会
員
他
に
よ
る
カ

ラ
オ
ケ
、
舞
踊
、
民
踊
と
続
き
、

最
後
は
安
木
節
で
し
め
る
と
会
場

は
ヤ
ン
ヤ
の
喝
采
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
敬
老
者
に
は
お
茶
、
菓

子
、
果
物
、
手
作
り
の
チ
ラ
シ
寿

司
、
お
吸
い
物
等
で
堪
能
し
、
十

勝
の
菓
子
折
、
ワ
ン
カ
ッ
プ
の
お

酒
、
他
の
お
み
や
げ
を
手
に
、
十

九
年
度
敬
老
会
は
無
事
終
了
し
ま

し
た
。

東大宮自治会会場
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堀
崎
町
内
で
の
七
十
五
才
以
上

の
高
齢
者
は
五
百
三
十
二
名
。
そ

の
う
ち
百
三
十
五
名
が
敬
老
の
日

の
九
月
十
七
目
、
堀
埼
町
自
治
会
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館
で
の
敬
老
の
集
い
に
出
席
し
ま

し
た
。

　
式
次
第
は
第
一
部
と
第
二
部
に

分
か
れ
、
第
一
部
で
は
武
藤
勇
自

治
会
長
、
来
賓
の
見
沼
区
健
康
福

祉
課
長
の
高
島
さ
ん
、
大
砂
土
東

公
民
館
長
の
石
井
さ
ん
の
挨
拶
が

あ
り
、
第
二
部
で
は
各
々
の
演
芸

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
可
愛
い
子

供
達
の
舞
踊
に
拍
手
が
湧
き
上
が
り
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
の
華
や
か
さ
に
興
奮
し
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
に
会
場
か
ら

合
唱
が
響
き
、
オ
ー
ル
ド
・
エ
イ

ジ
の
パ
ワ
ー
が
一
体
化
し
ま
し
た
。

合
唱
が
響
き
、
オ
ー
ル
ド
・
エ
イ

ジ
の
パ
ワ
ー
が
一
体
化
し
ま
し
た

　
ま
た
来
年
、
み
ん
な
が
顔
を
合

わ
せ
る
こ
と
を
約
し
て
散
会
。

堀崎町自治会会場
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第二次地域福祉行動計画

　　策定委員会が発足

つ
’
）
X
r
y
.
）
x
n
）

で　当地区社会福祉協議会が平成15年度にや

‘五ケ年行動計画を策定し、これに沿っで」
１

事業を進めて参りましたが、平成19年度
や

λはこの行動計画の見直しを行い、去る９４

？月27日に第１回目の委員会が開催され、y

･!7今後月一回のペースマ委員会を進め７い?｀

こく事となりました．　　　　　　　　　　ム
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大
和
田
地
区
「
つ
く
し
の
会
」

東
大
宮
地
区
の
「
ア
ッ
プ
ル
の
会
」

会
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
で
当

会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
己
紹
介
か
ら
始
ま
り
、
お
互

い
の
意
見
が
出
て
改
め
て
皆
さ
ん

の
お
仕
事
の
大
変
さ
を
認
識
し
ま

し
た
づ
こ
れ
か
ら
も
お
年
寄
り
の

皆
さ
ん
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
の

で
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

なお、当委員会は24名の委員で構成され､ア

ﾋｺﾞごＡ¥･-ＩＪり61/々゛ぶ､1.､ふ１　ふ　　　　　　　　　　（..
Ｊ委員長等が選任されました。

委員長　武藤　勇氏
　　　　　　　(堀崎町自治会長)

芦
ｊ

ｓ

交流会会場

副委員長

同

第２回委員会は、
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大
砂
土
束
公
民
館
と
の
共
催
で

　
「
大
人
の
塗
り
絵
教
室
」
と

　
「
そ
ば
打
ち
教
室
」
を
開
催

―

　
　
　
　
　
　
　
　
泡

「
大
人
①
塗
り
給
教
室
」

ふ
ｆ

ｙ

　
十
月
一
日
・
十
五
日
・
二
十
九

日
の
三
回
連
続
で
コ
ス
モ
ス
、
ざ

く
ろ
、
風
景
（
北
斎
の
冨
獄
三
十

六
景
か
ら
浪
裏
）
の
テ
ー
マ
を
出

題
し
二
十
五
名
の
方
々
に
挑
戦
し

て
頂
き
ま
し
た
。

　
岡
地
つ
や
子
先
生
の
ア
ド
バ
イ

ス
で
、
皆
様
上
手
に
塗
れ
る
様
に

な
り
ま
し
た
。

　
　
「
こ
ん
な
に
塗
り
絵
が
楽
し
く

の
め
り
込
め
る
も
の
と
は
思
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
」
と
の
声
が
多
数

の
方
か
ら
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

（
〉
ｆ
）
ぽ
打
ち
教
室
」

滅

　
十
一
月
四
目
に
地
元
の
そ
ば
打

ち
名
人
鈴
木
賊
史
先
生
を
お
招
き

し
て
開
催
。
応
募
条
件
は
概
ね
六

十
歳
と
し
、
団
塊
の
世
代
が
地
元

で
の
交
流
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
の
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
先
ず
先
生
が
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
な
が
ら
、
元
は
打
ち
の
実
演
。

出
来
あ
が
っ
た
そ
ば
を
す
ぐ
ゆ
で

て
食
べ
ま
し
た
。
自
分
が
打
っ
た

そ
ば
を
食
べ
た
第
一
声
は
、
皆
さ

ん
「
う
ま
い
１
・
」

　
今
回
の
「
そ
ば
打
ち
教
室
」
は

先
生
の
指
導
の
上
手
さ
も
あ
り
、

十
五
名
の
そ
ば
愛
好
者
が
参
加
し

私
に
も
作
れ
そ
う
と
い
う
印
象
を

も
っ
た
よ
う
で
す
。
有
志
の
方
が

続
け
て
教
室
を
や
る
方
向
で
ま
と

ま
り
ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
の
参
加
者
も
い
き
い
き

と
し
た
顔
が
大
変
印
象
的
で
し
た
。

見
湿
度
の
ア
ー
ラ
・
力
・
ル
ー
ト
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綴
本
　
重
道

　
明
治
二
十
一
年
四
月
に
町
村
制

が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

二
十
三
年
の
帝
国
議
会
開
設
を
前

に
地
方
自
治
制
を
確
立
す
る
た
め

で
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
行
政
能
率

の
向
上
、
財
政
能
力
強
化
の
た
め

一
町
村
三
〇
〇
戸
～
五
〇
〇
戸
を

標
準
と
し
て
、
町
村
合
併
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
二
十

一
年
末
に
は
全
国
に
七
万
千
三
百

十
四
あ
っ
た
町
村
が
一
万
五
千
八

百
二
十
町
村
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
Ｉ
つ
と
し
て
、
大
和
田
村
・

堀
崎
村
・
島
村
・
印
材
・
土
呂
村
・

西
本
郷
村
・
今
羽
村
を
合
併
し
、

村
名
は
大
き
な
村
で
あ
る
大
和
田
村
・

印
材
・
土
呂
村
か
ら
一
宇
を
と
り

大
砂
土
（
お
お
さ
と
）
村
と
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
二

十
二
年
四
月
一
日
、
戸
数
四
九
九
戸

人
口
三
、
二
二
四
人
の
大
砂
土
村

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
砂
土
村
は
昭
和
十
五
年

十
一
月
三
日
に
、
大
宮
町
・
日
進
村
・

三
橋
村
・
宮
原
村
と
合
併
し
、
大

宮
市
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
行
政
区
画
と
し
て

の
大
砂
土
村
は
な
く
な
り
ま
し
た
が

今
日
も
土
呂
・
本
郷
・
今
羽
は
大

砂
土
地
区
、
大
和
田
・
堀
埼
・
島
・

印
は
大
砂
土
東
地
区
と
し
て
行
政

推
進
上
の
、
ま
た
地
域
活
動
の
単

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
い
た
ま
市
の
現
在
の
町
名
で
は
、

大
和
田
町
一
・
二
丁
目
、
堀
崎
町
、

島
町
、
東
大
宮
一
～
七
丁
目
が
大

砂
土
東
地
区
に
属
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
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地
震
と
建
物

・
・
●
●
●

　
　
　
●

　
同
じ
厚
さ
の
絹
ご
し
豆
腐
と
木
綿
豆
腐
を
●

一
緒
に
大
き
な
皿
に
載
せ
、
皿
を
水
平
に
揺
●

す
っ
て
み
ま
す
。
絹
ご
し
豆
腐
が
大
き
く
揺
・

れ
る
よ
う
な
速
さ
で
ゆ
っ
く
り
揺
す
る
と
木

綿
豆
腐
は
ほ
と
ん
ど
揺
れ
ま
せ
ん
。
木
綿
豆

腐
を
大
き
く
揺
す
る
に
は
か
な
り
早
く
皿
を
動
か
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
と
き
絹
ご
し
豆
腐
は
ほ
と
ん
ど
揺

れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
固
有
振
動
数
の
違
い
の
た
め
で
す
。

　
こ
の
皿
の
動
き
が
地
震
の
時
の
地
盤
の
動
き
に
、
絹
ご
し

豆
腐
が
柔
ら
か
い
構
造
の
建
物
に
、
そ
し
て
木
綿
豆
腐
が
固

い
構
造
の
建
物
に
相
当
し
ま
す
。

　
一
九
二
三
年
の
関
東
大
震
災
の
時
、
深
川
な
ど
軟
ら
か
い

土
が
堆
積
し
た
地
盤
の
地
域
で
は
木
造
の
一
般
家
屋
（
軟
ら

か
い
構
造
）
が
た
く
さ
ん
倒
壊
し
、
山
の
手
の
関
東
ロ
ー
ム

層
が
比
較
的
固
く
締
ま
っ
た
地
盤
の
地
域
で
は
木
造
家
屋
よ

り
も
土
蔵
（
固
い
構
造
）
の
ほ
う
に
被
害
が
集
中
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
地
盤
で
も
構
造
物
の
性
質
に
よ
っ
て
　
。

被
害
を
受
け
や
す
い
か
ど
う
か
が
分
か
れ
て
き
ま
す
・
し
か
●

も
ヽ
同
じ
地
震
な
の
に
地
盤
そ
の
も
の
の
揺
れ
方
が
（
地
盤
●

の
構
造
に
よ
っ
て
）
違
う
の
で
話
は
複
雑
で
す
。
　
　
　
　
●

●
●
一
・

こ
ん
に
ち
は

　
回
生
・
児
童
否
員
で
す

　
　
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
は
、

厚
生
労
働
大
臣
に
委
嘱
さ
れ
た
地

域
の
奉
仕
者
で
任
期
は
三
年
で
す
。

　
平
成
十
九
年
十
二
月
一
日
は
、

三
年
ご
と
の
一
斉
改
選
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　
新
た
な
委
員
に
つ
い
て
は
、
次

号
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

《
お
知
ら
せ
》

○
世
代
間
交
流
事
業

　
凧
を
作
っ
て
揚
げ
る

　
（
高
齢
者
と
午
供
の
交
流
会
）

十
二
月
二
十
五
目
（
火
）

　
大
和
田
地
区
・
地
区
社
協
事
務

　
所
で
凧
を
作
り
、
芝
川
沿
い
で

　
揚
げ
る
。

十
二
月
二
十
六
日
（
水
）

　
東
大
宮
地
区
・
東
大
宮
二
丁
目

　
集
会
場
で
凧
を
作
り
、
堀
の
内

　
公
園
で
揚
げ
る
。

　
　
　
　
・
・
●
●
●

○
東
六
宮
地
区
子
育
て
サ
ロ
ン

　
十
一
月
二
十
日
（
火
）
に
、

団
地
内
第
三
乗
会
所
で
開
催
し

し
た
。

ま砂

○
次
の
方
か
ら
、
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
十
月
十
一
日
　
参
千
円
　
匿
名

　
奉
４
偏
領
嬢
記
撃
◆

　
盛
況
の
内
に
敬
老
会
が
了
し
ま

し
た
が
、
地
域
の
皆
様
お
元
気
で

す
か
。
あ
の
夏
の
酷
暑
が
忘
れ
ら

れ
な
い
内
に
早
、
木
枯
し
第
一
号
。

今
回
、
新
た
に
「
大
和
田
町
在

住
の
織
本
重
道
さ
ん
」
に
、
大
砂

土
東
地
区
の
歴
史
、
文
化
財
に
つ

い
て
連
載
で
書
い
て
い
た
だ
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。
ご
期
待
下
さ
い
。

◇
問
合
せ
◇

　
大
砂
土
束
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
電
話
　
六
八
七
１
七
九
三
五

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車

で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

ここにお詫びいたします。前回発行しました「えがお」の号数を「6号」のところ「5号」として発行しました。如弦がμ訂7F




